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オープンデータを利用した行政サー
ビスの英語化 ─工学系学生が取り組
む地域連携プロジェクト─
藤井 清美 松下 臣仁 ロバート・ソンガー ニコラス・ダフ

金沢工業大学 金沢工業高等専門学校

本活動は，工学系学生がデザイン思考を用い，地域と連携し，外国

人住民が行政サービスを受けやすく，外国人にとっても住みやすい

街づくりを担うことを目的としている．外国人住民へのインタビュ

ーを通し，ニーズ調査，課題の発見，解決方法の決定とプロトタイ

プを製作，市のオープンデータを使用し医療施設の利用をサポート

するWebアプリ，「ホスピタルインタフェース」，「災害避難所表

示アプリ」を開発し，行政サービスの情報の英語化に携わった．

1．はじめに

在留外国人の人口は年々増加しており，法務省の発表では，2016

年末時点で238万人を超え，全国の都道府県でも前年比を上回る人口

増である[1]．石川県でも，2016年時点で1万2千278人の外国人が居

住しており，過去20年で約2倍に増えている[2]．このような外国人

人口の増加に伴い，行政が発信する情報の多言語化が早急の課題と

して求められている．
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本稿では，このような課題に工学系学生が，デザイン思考というア

イディアを創造する手法[3]を使い，地域と連携して取り組んだ活動

を報告する．さらに，ファシリテータとしての筆者らの立場より，

デザイン思考を用いての地域連携プロジェクトの有効性と改善すべ

き課題について考察する．

2．活動内容

2.1 プロジェクトの背景

学校法人金沢工業大学の所在地，石川県野々市市においても少し

ずつではあるが毎年確実に外国人住民数が増えている．野々市市は

住みやすさ全国ランキングで常に上位を保っている[4]．市のWebペ

ージにも他言語表記を導入するなど，外国人住民にとっても住みやす

い都市づくりを目指している．しかし，外国人住民が行政からの情

報をうまく活用できているのか，そもそもどのような情報があれば

生活しやすくなるのかを検討する仕組みは備わっていない．

これらの課題を踏まえ，金沢工業大学では，2013年からDesign

for the Communityを立ち上げ，野々市市との地域連携教育研究プ

ロジェクトを実施している．2015年度からは併設校の金沢工業高等

専門学校の学生とも協働で作業をしている．現在までに，同市が日

本語のみで提供していた「家庭ごみの分別表」，「コミュニティバ

スのっティ時刻表」，「スポーツガイド」，「すくすく健康カレン

ダー」，「医療機関一覧マップ」などの英語版パンフレットを作成

し，同時にオープンデータを使用したスマートフォン用Webアプリ

の開発も進め，紙媒体以外での情報発信も行ってきた．

実社会で起こっている問題やさまざまな課題に学生が取り組み，

その解決方法を導き出すプロセスを教育現場に取り入れる試みは，

課題解決型学習（Project Based Learning，以下PBL）として現在

多くの教育現場で実施されており，特に工学教育には多くの正課，

正課外活動に取り入れられている[5]．PBLの効果においては，モチ

ベーションの向上，チームワークで活動することによっての問題解

決力の促進などが報告されている[6],[7]．国内での実施事例におい

ても，学生の意欲や責任感を高め，専門教育で学んだ知識を活かし

た実践的な学びに結びついたと報告されている[8],[9],[10],[11]．一
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方で，問題解決案が提案にとどまったり，プロジェクトが完結しな

いグループがあるなど課題も多く[7],[10]，教師の介入の度合いや評

価方法など検討事項も残されている[12]．正課外での活動において

も，技術指導面での強化や新しい取り組みの仕組みづくりなどが課

題となっている[13]．以上のようにPBLでの地域連携の事例は多く報

告されており，取り組むべき課題も示されている．

PBLの事例では，専門教育の枠内で実施されているものが多く，外

国語教育に取り入れたものは非常に少ない[5]．国内においては，留

学生との協働の地域貢献プロジェクト[14]，日本人学生の英語通訳ボ

ランティア[15]の事例が報告されているが，専門教育分野に比べて非

常に少ない．また，専門教育の枠内での事例も含め，自治体や地域

より問題点があらかじめ示されている場合が多い．

本プロジェクトでは，在住外国人にインタビューを実施し，その

声を活かして，ニーズに合った情報を提供するという体験的・機能

的価値を高めるモノ・コトを学生自身の手で実現させることが目的

である．さらに，学生が外国人住民にとって住みやすい街づくりの

一端を担うことで地域社会とのかかわりを深め，同時に多言語・多

文化の住民との交流を通して英語でのコミュニケーション能力を高

めることである．

2.2 デザイン思考

本プロジェクトの特徴は，デザイン思考[3]を用いていることであ

る．デザイン思考は，図1にあるように，初期問題設定→リサーチ→

分析→統合，課題の再定義→プロトタイピングという流れで進める

[16].
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図1 デザイン思考のプロセス（佐宗 2015）

デザイン思考では，どこに問題があるのかその原因を探るリサー

チから始める．通常，日本企業のものつくりの現場では，初期より

プロトタイプの改善を繰り返す手法が使われるが，デザイン思考で

は，「人の生活に寄り添ったサービスや商品をゼロベースで発想す

る」[14]．そのため，まずリサーチでインタビューによる聞き取りを

行ったり，住民生活を観察し，住民の立場から問題点を探り出すこ

とで，インサイト（気付きや洞察）を得て，真のニーズが抽出でき

る．次に，リサーチで得た情報を分析し，掘り下げることで外国人

住民が普段気づいていない本当の課題を割り出す．それらの課題を定

義し，ラピッドプロトタイプを作成，解決策を具体化していく．こ

のプロセスを何度も繰り返し試行したのち，最終の解決策に到達す

る．

2.3 プロジェクトの概要

プロジェクトは，表1のスケジュールで実施している．以下に各過

程の詳細を説明する．
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表1 Design for the Community 年間スケジュール

2.3.1 初期課題設定

初期課題設定は，対象の外国人住民が生活の中でどのような問題

に直面して，何が要因となっているのかを探るための課題を設定す

る．本プロジェクトでは，野々市市が市民に提供している情報やサ

ービスと外国人住民の求めるニーズとの間にあるギャップを調査す

ることを初期課題として設定した．

2.3.2 リサーチ

リサーチでは，住民生活を観察したり，直接住民にインタビュー

して聞き取り調査を行い，住民の抱える問題点を洗い出す．本プロジ

ェクトでは，まず最初に野々市市がどのような情報を市民に提供し

ているかを把握するため，学生が各グループに分かれ，市役所，図

書館，保健センタなどの公共施設を訪ね，情報を収集した．また，

市のWebページからも情報を収集し，それを基に生活に重要なトピ

ックとして（1）Health services （健康に関するもの），（2）

Child care（子育てなどに関するもの），（ 3） Life‑long

education （生涯教育に関するもの），（4）Library services （図

書館に関するもの），（5）Transportation （交通機関に関するも
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の），（6）Safety （安全対策に関連するもの）のカテゴリに分類

した[17]．この分類にそって情報収集で集めた各施設のパンフレット

やちらしなどの配布物や掲示物を写真に撮ったものを整理した．

これらの情報をもとに，インタビューで使用する調査用紙を作成

した．調査用紙の質問は，スモールトークとインサイトの2段階で構

成される．スモールトークは，初めての相手とすでに知っている相

手によって話す内容が違う．初めて話す場合は，相手と打ち解け場

を和ませるために，自己紹介から入り，その日の天気や話題など簡

単な会話から入る．すでに知っている相手であれば，最近話題にな

っている時事事項や相手の持ち物などに対して簡単なコメントをす

るなどインタビューに入る前のウォームアップとして始める．スモ

ールトークに使う表現は特別難しいものではないが，人と話すのが苦

手な学生にとってはインタビューする側の準備期間となるため重要

なステップである．

インサイトを探る質問は，外国人住民の普段の生活について聞き

出す質問で，yes/noで回答できたり，直接的に必要なものを探るも

のではない．日々の生活や行動における潜在的な部分を引き出せる

ようにし，どんな困難点やそれに付随する感情的要素を引き出せる

ような質問にすることが重要である．インタビューは，半構造化イ

ンタビューのため，回答に対しての次の質問もいくつか用意し，必

ず学生2，3人で実施し，質問係と記録係を決めて事前に練習してか

ら臨んだ．

インタビュー調査の対象者は，市の情報発信にかかわる市職員

と，市に在住している，もしくは，通勤・通学している外国人であ

る．さらに，JICA（Japan International Cooperation Agency，

（独）国際協力機構）プログラムで来日している中南米からの研究

生や，市が開講している日本語教室の受講生にも実施した．外国人と

のインタビューは基本英語で行ったが，日本語の練習がしたいなどの

場合は相手の要望により日本語でも実施した（図2）．
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図2 インタビューの様子

2.3.3 分析と統合，課題の再定義

次にリサーチで得た情報を分析し，顕在化していない真の課題を

抽出する．その後，それらすべての情報を統合し，初期設定課題を

見直し課題の再定義を行い，課題を解消するための解決方法を考え

る．

まず，共感マップと呼ばれる表を作成した．共感マップは，リサー

チで集められた情報を，調査対象者の行動や発言，その裏にある感

情的側面や気持ち等を理解，把握する方法の一つである．発見した

内容は，付箋紙に個別に書き出して，カテゴリ別に整理する[15]．分

類ツールとしてはKJ法と同じであるが，共感マップでは，人の行動

と感情に寄り添った視点でインサイトをまとめるのが特徴である

[16]．情報をカテゴリ化することで，外国人住民がどのようなサービ

スを知っているか，またそれらを使っているかが明確になる（図

3）．

図3 共感マップ
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たとえば，2015年度のプロジェクトでのインタビューでは，あま

り医療施設を利用しないと回答する外国人住民が何人かいた．共感

マップで分析をすることで，この発言や行動の裏側に何があるのか

が見えてきた．病院に行っても自分や家族の身体的症状を日本語で

正確に，かつ詳細に伝えることが難しいという分析結果はもちろん

ながら，医療施設の所在地情報が分かりにくい，日本で受診時の診

察の流れが分からないことへの不安というものが明らかになった．

市内の医療施設リストと地図は市のWebページから日本語版がダウ

ンロードできるが，日本語が読めない外国人住民にとっては病状に合

った病院を探すことすら困難だと判明した．このように，共感マッ

プを用い，単なる数字のデータ化だけでは見えない人の感情に寄り

添った分析が必要である．

統合は，これらのリサーチでの情報と分析で新たに気づいた外国

人住民の行動や気持ちをまとめる作業で，課題の再定義を行う前

に，ペルソナやカスタマージャーニーマップを作成して実施する

[16]．ペルソナはインタビューや分析で得た情報から対象ユーザの特

性を基に架空の住民を描き，可視化する方法である（図4）．カスタ

マージャーニーマップは，リサーチ活動を通じて得た対象者の現状

について理解をより深めるため，行動・相互関係者・行動時に使用

するもの・感情の動き，対象者にとってのペインポイント（苦痛を

伴う行動体験）やゲインポイント（良い行動体験）を包括的に把握

する手法である．たとえば，病院に行くことを前提に，診察を受け

る前から診察を終えるまでの主要ステップを書き出し，その行動に

伴う感情の起伏を描き出した（図 ）．この作業の過程で外国人住民5

が生活する上でどのような困難を経験しているか，解決すべき課題

は何かを検討した．
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図4 ペルソナ

図5 カスタマージャニーマップ

医療の例と同様に，以下の課題についても分析，統合，課題の再

定義を行ったが，ここでは，主な問題と再定義事項を記す．

年度は，医療以外にも検討事項があった．ゴミの分別方法の

複雑さの解消である．これについてはインタビューで頻出する話題

だった．日本のゴミ分別方法は，他国より細かく分けられているこ

とから難しいという声が多く， 年度のプロジェクト活動ですで

2015

2014

Webにゴミの分別パンフレットの英語版を作成し，市の ページに掲

載していた．しかし以降のインタビュー調査でもゴミの分別の困難

さに対するコメントが得られ，情報をただ発信するだけでは不便性

は解消できないこと，すでに解決策を打ち出してあっても何度も検

討し，改善してく必要があることが明らかになった．
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2016年度では，インタビュー活動中に気になった点をもう一度見

直した．それは外国人住民からの「日本はとても安全」というコメ

ントが多く見られたことである．確かに防犯面では日本は安全かも

しれないが，災害に関してはそうとは限らない．折しも2016年度の

活動を始める直前には，熊本で大きな地震があり，日頃の備えの大

切さが見直されていた．そこで，プロジェクトの学生たちは防災意

識を高めることに焦点を置いた．住民の直接のニーズとしては高く

ないかもしれないが，取り組むべき課題であると判断し，市の防災パ

ンフレットの英語版を作成することに決定した．また，東日本大震

災後，外国語に対応する防災Webアプリが多く開発されているが，

英語で見やすく，地域の特性に合わせて避難所の位置を表示してく

れるようなものはなかったため，新たな防災意識を啓発するWebア

プリの開発にも取り掛かることにした．

2.3.4 プロトタイピング

プロトタイピングでは，解決策を具体化するためにラピットプロ

トタイプを制作し，実際に使用できる形に改善していく．デザイン

思考では，企業のプロトタイプとは違い，お金をかけずにアイディ

ア出し後の，より早い段階で多くのプロトタイプを作成し，対象ユ

ーザとアイディアを共創する環境を設ける．これにより直接フィー

ドバックをもらいながらアイディアの洗練化と改善のプロセスを何

度も繰り返して最終の解決策に到達する[16]．

ここまでの課題再定義の結果，学生たちはパンフレット作成グル

ープとWebアプリ開発グループに分かれ，プロトタイプ制作の作業

を行った．

年度プロジェクトのゴミ分別アプリグループでは， 年度

から 年度にかけて作成した英語版のゴミ分別冊子の単語リスト

を利用し，より利便性を高めるため，ゴミ分別 アプリ，

の英語版に着手した ． は，一般社団法人コード・フォ

2015 2013

2014

Web 5374.jp

[18] 5374.jp

ー・カナザワが市民のために開発したものである．野々市市による

日本語版はすでに公開されていたが，英語版がなかったため，日本語

版の開発に携わったコード・フォー・カナザワのメンバと何度も話

し合いをし，協働作業という形で進めた．
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並行して医療用アプリグループは，外国人患者が日本語が話せな

くても医療施設関係者とのコミュニケーションを円滑に進めること

ができ，日本の診察の流れが理解しやすいようにWebアプリを開発

した．開発段階のラピッドプロトタイプとして，手書きのアイディ

アスケッチやGUIのレイアウトを作成し，約3カ月に1回，保健センタ

ーや医療施設の職員，外国人住民からのフィードバックを受けなが

ら，手書きスケッチ，アプリα版制作，アプリβ版制作とプロトタイ

プの改善を重ねた（図6）．また，実際に外国人の患者に病院の受付

でWebアプリを試用してもらい，患者と受付担当者のやりとりの様

子を観察し，アプリの使い勝手を調査した．

図6 保健センタで意見交換の様子

年度プロジェクトでは，防災担当グループが，市役所の職員

と話し合い，市が発行している防災ハンドブックの中から必要な情

報を抜粋し，持ち運びがしやすい英語版パンフレットと災害避難所

を表示してくれる アプリを開発した．パンフレットは，今まで

り組んだパンフレットのように既存の日本語を翻訳して英語版を

作るのではないため，日本語版のプロトタイプの制作から開始し

た．何度も市役所の防災課からのフィードバックを受け，市発行のハ

ザードマップ ，石川県と石川県国際交流協会発行の防災ガイドブ

ック の情報も参考にした（図

2016

Web

取

[19]

[20] 7）．
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図7 フィードバック後の検討会議の様子

3．活動成果

3.1 ゴミ分別Webアプリ5374.jp

ゴミ分別Webアプリ，5374.jpはHTML，CSS，JavaScriptで構成

されるHTML5を使用し開発された（図8）．利用者は，トップ画面

より自身が住んでいる地区を選択することで，その地区におけるゴ

ミ出しの日が何日後なのか，どの区分のゴミを出すことができるの

か，ゴミの種類も確認することもできる．ソースコードは各自治体

ごとにGitHubに掲載されている[21]．野々市市の場合は，GitHubの

中のカスタムドメインによりホストされている[22]．
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図8 5374.jp 英語版

英語版の制作にあたっては，言語データのCSVファイルを英語版

に変更するだけではなく，Webアプリ自体の構成を多言語化に対応

するように更新しなければならなかった．そこで，参加学生はCSV

ファイルをもとにExcelファイルを使用して，各ファイルのデータを

英語に翻訳した．Webアプリはコード・フォー・カナザワのメンバ

が担当し，すでに石川県能美市で開発されていたバイリンガル版の

5374.jpの技術を使用しWebアプリの構成を多言語化に対応できるよ

うに更新した．そのため現在，野々市市の5374.jpは，英語をデフォ

ルトにしているが，Webアプリ自体が自動的に言語を検知し日本語

設定の端末には日本語で表示されるように設定されている．

3.2 ホスピタルインタフェース

医療施設訪問をサポートするWebアプリ，ホスピタルインタフェ

ースの開発にはHTML5を使用し，Webアプリ開発プラットフォーム

Application Craft（以下AC）を使用した[23]．ACは，アプリの機

能を視覚的に配置，編集できるため，学生に基礎的なプログラミン

グ知識があれば容易にアプリを制作できる．また，アプリのテスト
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版がモバイル端末で使用できるため，医療施設を訪問しての試行に

は実際のスマートフォンを利用し進捗状況の報告を行った．アプリ

の内容に関して医療施設や保健センタから受けたフィードバックも

比較的容易に反映させられることも利点となった．

このホスピタルインタフェースは，市が提供してる医療施設に関

するオープンデータを用いて，市内にある病院の位置を示すマップ

機能も搭載した．また診察を受けるプロセスに沿って，アプリトッ

プページにて「問診票の記入の仕方」・「診察場所の確認」・「症

状の伝え方」・「医師からの指示等を日本語と英語で表記できる機

能」・「薬の服用方法の説明」を選択することができる．さらに，

外国人患者と病院の受付担当者や看護師が，相互にスマートフォンを

介してコミュニケーションを取れるように配慮した．たとえば「症

状の伝え方」では，患者は身体の部位をタップし，鈍痛や鋭い痛み

などの種類を選択し伝えることができる．受付担当者は診察場所を

画面上で選択し，患者へ知らせることで，次にどのような行動を取

る必要があるかを伝えることができる．完成したWebアプリは，

Community‑Oriented Technology（COTech）Lab のGitHub にア

ップロードした[24],[25]．

3.3 災害避難所表示アプリ

災害避難所表示アプリの開発でもHTML5を使用したが，Webアプ

リ開発プラットフォームはMonacaを使用した[26]．Monacaは，有

料版ライセンスを購入することで，複数の学生が同時に一つのプロ

ジェクトを制作できる環境があり効率的に作業を行うことができ

た．また上述のAC同様，アプリのテスト版がモバイル端末で使用で

きるため，学生たちは常時スマートフォンを利用してアプリの動作

を確認することが可能であった．

災害避難所表示アプリでは，災害避難所や避難時の流れなどの情

報は，並行して作業を進めていた防災パンフレットから抜粋してい

る．利用者は，居住地域に合わせて「一次的避難場所」，「拠点避

難場所」の確認ができ，メインマップ画面では，自身の位置情報か

ら最寄りの拠点避難所が表示される．また各避難所には，避難場所

を示す案内看板が掲げられているが，日本語で表記されているためこ

の看板の意味を理解していない外国人居住者が多かった．そのた
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め，各拠点避難所を訪問し写真を撮り，アプリ内で各避難場所のマ

ップ，避難所案内看板の画像と避難施設の画像を表示することで，避

難場所の存在を伝えることにした．各避難場所を示す画像は問題な

く表示されているが，このWebアプリの開発においては，作業の途

中で一部のスマートフォンのメインマップの表示が不能になるなど

の不具合が発生し，今後も作業を継続し，改良していく必要があ

る．このWebアプリも，ホスピタルインタフェースと同様に，

Community‑Oriented Technology (COTech) Lab のGitHub にア

ップロードした[27],[28]．

完成したWebアプリは，外国人住民にすぐに使ってもらえるよう

に英語版パンフレットにQRコードを掲載して，コードを読み取れば

無料で使用できるようにした．医療Webアプリ，ホスピタルインタ

フェースのQRコードは，市内医療機関一覧マップの英語版に掲載，

災害避難所表示アプリのQRコードは，防災パンフレットの英語版に

掲載した（図9，図10）．ゴミ分別Webアプリ，5374.jpの英語版

は，一般社団法人コード・フォー・カナザワのWebページより無料

でダウンロードできる．

図9 ホスピタルインタフェースと医療機関一覧マップ
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図10 災害避難所表示アプリと防災パンフレット英語版

4．考察

4.1 プロジェクト指導における留意点

本プロジェクトでは，デザイン思考を使い，在住外国人にインタ

ビューを実施し，ニーズに合った情報を提供することを通して，在

住外国人の生活における体験的・機能的価値を高めるモノ・コトを

学生自身の手で実現させることを試みた．以下に活動を実施するに

あたっての留意点をデザイン思考のプロセスに沿って示す．

初期問題設定：本プロジェクトでは，市が市民に提供している情

報やサービスと市在住外国人の求めるニーズとの間にあるギャップ

の調査とした．問題設定はその後のプロジェクトを大きく左右する

ため，あまり広範囲にならないように設定しなければならない．設

定が狭すぎると問題を発見する機会が失われることも念頭に，プロ

ジェクト開始前にファシリテータである指導教員があらかじめ設定

しておく必要がある．

リサーチ：問題を発見する前の観察，情報収集では，何から始め

ていいのか分からない学生もいた．そのため，テーマに関する現状

理解をすることを目的としてファシリテータは適時にアドバイスを

する必要がある．本プロジェクトの場合，市のWebサイトと市役所
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内にて，どのような情報が，どこで，どのように，いつ提供されてい

るのかを把握することから始まった．そして対象ユーザ，つまり外国

人住民にコンタクトをとり，インタビューを実施した．

分析：ここでは，アンケート結果など定量的に測れるものの分析

は分かりやすいが，インタビュー等の定性的情報から問題を定義し，

深い分析や住民の感情に寄り添った分析ができないグループも見ら

れた．その場合は「共感マップ」や「カスタマージャーニーマッ

プ」などの思考ツールを教員が状況に合わせて提示することで，学

生に活動の方向性を示し内容理解を促進させることができるファシ

リテーションが非常に重要な役割となる．

統合・課題の再定義：課題に対する解決策として，ユーザと地域

の特性を考慮したアイディアを統合することを意識させる必要があ

る．本プロジェクトの場合，外国人住民のコミュニケーションを課

題と捉えると，「より高性能の翻訳機が欲しい」というニーズがあ

るのは容易に検討がつく．しかし，病院に行く際に，母国と日本に

おける診察手順の違いが分からないことへの不安があることが分か

れば，どのようにその不安を解消することができるのか，診察の流

れを知らせることで準備を図ることができるのではと考えられる．

あるいは日本は安全という意識から，防災の準備ができていない現

状からは，防災意識を啓発し地域の特性に合わせた具体的避難手順

や避難場所を知らせる方法が必要になってくる．外国人住民が少数

派の場合もあるが，課題に対する「重要度」と「緊急度」の尺度でモ

ノゴトを捉え，その地域で生活する上で必要となるものは「取り組

む課題」として設定することの大切さも共通認識として持たせなけ

ればならない．このように安易な解決策に至らないように課題再設

定には時間をかけ，解決策を地域の特性を考慮したアイディアを統合

するようにアドバイスしなければならい．

プロトタイピング：プロトタイプの段階では，常にユーザである

外国人住民や関係者と共創する関係性や環境を築くことが重要であ

る．アプリ制作におけるプロトタイプは，そのプロトタイプの目的

をフィードバックをもらうユーザと共有することが重要である．UI

スケッチの場合は，ユーザとともにアイディアを共創するのが目的

であり，アプリの試作版では，アプリの使い勝手自体もそうだが，受
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付担当者と外国人住民とのやりとりの中で，どのようにアプリの画

面上でやりとりするか，必要あるいは不必要な機能や言語／視覚表

現の有効性を確認することである．

4.2 実施過程での問題点と対応策

次に，成果物の実現に向けて実際に発生した問題と対応策の例を

以下に挙げる．

ゴミ分別Webアプリ，5374.jpの英語版制作過程においては，市が

発行するパンフレットにほかの団体（コード・フォー・カナザワ）

が開発したWebアプリのQRコードは載せられないことが判明した．

この時点ではゴミの分別方法に関する情報はオープンデータ化され

ていなかったためである．このため，作業をしていた学生たちか

ら，ゴミの分別方法に関する情報のオープンデータ化を推進してほ

しいという要望が生まれ，市に提言することができた．その結果，

現在ではゴミの分別方法に関する情報はオープンデータとして市の

Webページにて公開されている[29]．

医療用Webアプリ，ホスピタルインタフェースと医療施設マップ

の作業では，他言語を話せる医師や女性医師がいる施設情報が欲し

いというニーズに応えるため市の医療機関一つひとつに問い合わせ

て調査したが，医師の治療分野などの細かい情報を網羅するのは困難

をきわめた．よって，「市内医療機関一覧・マップ」 に他言語に対

応している医療機関の情報を公開している，石川県国際交流協会の

Webアドレスを掲載することや，女性医師の情報は保健センタへ直

接問合せてもらえるように，問合せ先情報を記載することで対応し

た．以上のように制作過程で直面した困難を関係者とともに一つず

つ検討することで，それぞれの問題に合った解決案や代替案を導き

出せた．

4.3 教育的効果と今後の課題

次に学生のリフレクションログよりプロジェクトの教育的効果と

今後の課題を考察する．
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「学生でも地域社会に貢献でき，街づくりの一端を担うことがで

きた」，「普段あまり会うことのない学外の方々，他学科・他学年

の学生と活動ができ視野が広がった」，「チームをまとめる役割が

経験でき，リーダーシップに関して考える非常にいい機会になっ

た」，といった声が聞かれ，学生主体の活動を経験することで協働

するスキルを得たことが分かる．このリーダを経験した学生には，

プロジェクトの途中でファシリテータから作業の分担方法や負荷を

抱え込まないようにアドバイスをしていたため，プロジェクトが進

むにつれ自分の役割とメンバの役割のバランスを上手く取れるよう

になった．一方で，「グループ活動を通してメンバ全員が情報を共

有することの大切さを理解した」など学生同士の情報共有が上手く

できていなかったという意見もあった．プロジェクトのメンバ間で

の情報の共有方法は，大学のEメール，Slack，Brabioなどの情報共

有ツールを使用していたが，毎日チェックをしない学生との連絡に苦

労したようだ．ミーティングやファシリテータへの報告を定期的に

するように計画するなどの対策が必要とされる．

文化面では，「ごみを種類別に分別するなど日本人にとっては当

たり前のことでも，ほかの国の人にはそうでないこともあるので他

国の文化も理解して相手の視点で物事を考えることが大切だと感じ

た」，「病院や公共施設などのサービスが言葉の問題で受けられな

い人たちがいることに気づいた」など，異文化理解の機会となった．

英語学習に関しては，「英語をもっと学びたいと感じた」，「英語

学習を続けるモチベーションに繋がった」などのコメントがあった

が，学生にとっての学習効果を測るために，今後はこのようなPBLを

英語科目の正課の授業に取り入れる際の総合的能力評価方法

（Integrated Perfomance Assessment）[30]を開発する必要があ

り，評価方法の開発に取り組むことも今後の課題である．

新しく野々市市に転入した外国人住民からは「家庭ごみの分別

表」やゴミ分別Webアプリ5374.jp, 市内の地図が見られる「コミュ

ニティバスのっティ時刻表」が引越後すぐに役立つとの意見もいた

だいているが，まだ実際の活動状況の把握まで至っておらず，どのよ

うな動きがあるのかGitHub上での履歴データを収集していくことも

今後の課題である．
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本プロジェクトの連携先の野々市市からは，「本市の定住外国人

数は，ゆるやかな増加を見せているが，日本語が分からない人向けの

行政サービス案内は満足なものではないのが現状である．本活動で

は，そういった方々の声を聴き，ニーズを捉え，そのニーズに合っ

たものを提供していただいたと思っている．今後，市としても，ま

すますの外国人向けの情報発信をしていきたい」（野々市市役所）

[31]，「平成27年4月より防災ハンドブックを発行し，市民に対して

日頃の備えなど，防災に対する意識の高揚を図ってきたが，外国人住

民向けの対策は進んでいなかった．今回作成していただいたパンフ

レットを用いて外国人の方への防災意識の向上を図るとともに，今

後も外国人向けの情報発信を継続していきたい」（野々市市環境安

全課）[32]とのコメントをいただいており，前述のゴミの分別方法

に関する情報のオープンデータ化同様この活動が市への働きかけに

なっており，学生の励みにもなっている．

総合して，この活動によって学生たちは自分の専門の枠を超え，

キャンパスの外での活動を通し，自らの社会における役割やこれか

らの目標を発見する機会になったといえるが，上述の課題も残されて

おり今後も改善を加え臨みたい．

5．おわりに

このプロジェクトは今後も継続し，今まで実施した調査を踏ま

え，さらに多くの職種，年齢の外国人住民へのインタビューを実施

し，デザイン思考を用いた調査を進めていく. また，市と後続の学生

が協力して現在までに作成した英語版冊子の電子版を常にアップデ

ートして新しい情報に更新していく計画である. 医療施設サポートア

プリ，ホスピタルインタフェースと災害避難所表示アプリは使用者

にアンケートをとって使いやすさを評価してもらい，改良を加える

必要がある．成果物を作成するだけではなく，今までの活動の成果

を住民に開示し多くの住民に知ってもらい，使ってもらう方法も模

索していかなければならない．そのために，今後も関係部署との協

力体制を整えていきたい．
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